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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンは、真核生物の染色体繊維のヌクレオソーム構造を担う基本的な核タンパク質です。ヌクレオソームは、4つのコアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）がそれぞれ対になって構成されるヒストン八量体に巻き付いた約146 bpのDNAで構成されています。クロマチン繊維は、リンカーヒストンH1とヌクレオソーム間のDNAとの相互作用によってさらに凝縮され、高次のクロマチン構造を形成します。この遺伝子は、ヒストンH2Aファミリーの他のメンバーとは異なる、複製非依存的なメンバーをコードしています。マウスを用いた研究では、この特定のヒストンが胚発生に必要であり、機能的なヒストンH2Aの欠損が胚致死につながることが示されています。[RefSeq提供、2008年7月],function: ヌクレオソームのサブセットにおいて、従来のH2Aを置換する変異ヒストンH2A。ヌクレオソームはDNAを包み込み、クロマチンに凝縮することで、DNAを鋳型として用いる細胞機構へのDNAのアクセスを制限します。そのため、ヒストンは転写調節、DNA修復、DNA複製、そして染色体の安定性において中心的な役割を果たします。DNAのアクセス性は、ヒストンの複雑な翻訳後修飾（ヒストンコードとも呼ばれます）とヌクレオソームリモデリングによって制御されます。恒常的なヘテロクロマチンの形成に関与している可能性があります。細胞分裂中の染色体分離に必要である可能性があります。,質量分析：モノアイソトピック、未修飾 PubMed:16457589,PTM：間期にLys-5、Lys-8、Lys-12がアセチル化されます。アセチル化は有糸分裂時に消失する。,PTM:Lys-122のモノユビキチン化は、エピジェネティックな転写抑制のための特異的なタグとなる。,PTM:リン酸化されない。,類似性:ヒストンH2Aファミリーに属する。,サブユニット:ヌクレオソームは、H2A、H2B、H3、H4のそれぞれ2分子を含むヒストン八量体であり、1つのH3-H4ヘテロ四量体と2つのH2A-H2Bヘテロ二量体を形成する。八量体は、約147 bpのDNAを包み込む。H2Aまたはその変異体であるH2AFZは、H2Bとヘテロ二量体を形成する。H2AFZはINCENPと相互作用する。,
	研究分野
	全身性エリテマトーデス;
	画像データ
	

	抗体を用いたHELA細胞ライセートのウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

